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生活支援コーディネーターは地域のみなさんと一緒に、地域の課題や目指す地域像を考え、
高齢者が住み慣れた地域で元気に暮らし続けるための地域づくりのサポートを行っています。

〇関係機関とのネットワーク構築：
多様な社会資源の（人、物、場所）の集積
関係機関との関係づくり

〇通いの場づくり：
高齢者が気軽に通える場づくり
（新規立ち上げ・継続支援）

〇生活支援の体制づくり：
生活の困りごとに対する担い手のマッチング
小地域での支え合い活動のサポート

二階堂・井戸堂・福住校区
（東部包括圏域担当）
連絡先：69-2216

二階堂・井戸堂・福住校区
（東部包括圏域担当）
連絡先：69-2216

櫟本・山の辺校区
（北部包括圏域担当）
連絡先：65-5520

天理市全域担当
連絡先：65-5520

丹波市・前栽校区
（中部包括圏域担当）
連絡先：63-1120

朝和・柳本校区
（西南部包括圏域担当）
連絡先：66-1188

※昨年度から一部配置変更があります。※昨年度から一部配置変更があります。

私たちが活動しています♪私たちが活動しています♪

【林SCより一言】
短い期間でしたがありがとうございました！通いの場や地域のイベントな
ど、色々な所に出向かせていただき、その一つ一つが良い思い出です☆地
域に出るといつもこちらが元気をもらい、たくさんの方に支えてもらって、と
ても充実した1年4か月でした
SCの任期は終えますが、天理市の皆さんが暮らしやすい地域になるよう
に、別の形でサポートができたらなぁと思っています。本当にありがとうござ
いました

新しいことにもチャレンジして、地域の皆
さんと一緒により良い地域づくりを目指し
て頑張っていきたいです

皆さんの地域の良いところ、ちょっと心配な
ことを教えて下さい！理想の地域を目指して
一緒に考えましょう

私と一緒に身近な場所で通いの場を作り
ませんか？いつでも声をかけて下さい 皆さ
んに会えることを楽しみにしています

地域でたくさんの方と出会えるのが楽しみ
です 地域で起こっている、いろんなこ
とを教えてください！！

地域の様々な住民活動を集積中！！お住
いの地域の取り組みを是非教えていただ
き、皆さんの所に会いに行きます ♪

顔の見える関係を大切に、皆さんと一緒
に地域のことを考えたいです。気軽に声を
かけてもらえると嬉しいです



『第一回 てんさぽ集会開催!!』
令和6年3月13日 場所：天理市役所会議室

天理市生活支援サポーター（愛称てんさぽ）の活動がはじまり、早いもので3年が経過しました。てんさぽに登
録の際にはボランティア団体や民間企業、大学生など団体ごとに登録しており、今回はその中から22名の方が
集会に参加しました。
意見交換ではみなさん活発にお話しされ、SCの私たちも、日頃の活動の中では得られない気づきも多く、実り
ある時間になりました。

天理市生活支援サポーターの愛称で、天理市内の高齢
者の軽微な生活の困りごとを支援する有償ボランティアで
す。生活支援コーディネーターが生活状況に応じて、てん
さぽで支援可能か？他の社会資源が適切か確認した後
にてんさぽの派遣調整を行います。
現在活動証明書の発行に向けて、てんさぽの
ロゴを作成中です。お楽しみに♪ Facebook Instagram

天理市役所 健康福祉部 福祉政策課
代表：0743-63-1001

天理市生活支援コーディネーター 西浦
（天理市北部地域包括支援センター内）

0743-65-5520

ご連絡先

天理市生活支援コーディネーターの
活動内容はこちらから⇒

今回の内容

開催後には…
『ここまで苦労されたと思うけどまた一緒に頑張りましょう！』
『色々あるけどできることを続けて行こうね♪』と励ましのお言葉も…。

活動を証明できるものがあれば安心だよね…

てんさぽだけでご自宅に訪問もできるけど…
何かあったら心配かな…

てんさぽとは？

意見交換のテーマ
〇てんさぽ活動する際のSCの同行について
〇てんさぽ活動証明書の発行

今後は毎年、このような機会を設ける予定です。てんさぽの活動はSCだけでなく、
活動者や利用者の方の声を聞いて今後も発展させていければと考えます。
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